
























子ども子育てデジタルワンストップサービス

未来を見据えた

東村山版DXのRe:デザイン

行政サービス部門

東村山市経営政策部情報政策課



背景：『東村山市版DXの進め方』

行政課題の
高度化・複雑

化

コロナ禍によ
る生活様式や
働き方の変化

市民生活にお
けるデジタル
技術の活用

東村山市
第5次
総合計画

DXの推進が不可欠！

DX基本方針の策定 CIO補佐官の登用

当市を取り巻く状況の変化



課題①：『個別最適化の落とし穴』

 現状個別最適によるシステムの構築により

 これらの問題を解決するために

デジタル田園都市国家構想交付金を活用して

個別最適から全体最適へRe:デザインすることを
決めました

こんな課題が表面化…



課題②：『はじまりは子ども子育てから』

どのサービスから手を付けるか理事者に相談したところ…

「子育てするなら東村山」をデジタルで強化することをコンセプトに子ども子育てからスタートすること

に

子ども所管に
聴き取りをし、
当市の抱えている
主な地域課題を
洗い出しました

デジタル技術の活用に
より子育てしやすい
環境を目指す。



事業の特徴：『まるで一つのシステムで完結しているかのように』

利用者に最適化され

た情報の表示・プッ

シュ型の通知の提供

たのしむらやまポータ
ル

スマホなどでオンラ

インにて相談や講座

の予約

予約申請サービス

時間や場所にとらわ

れずに講座や動画の

視聴

デジタル講座サービス

市役所に来ることな

くオンラインで相談

オンライン相談サービ
ス

当該基盤をサービスと連携させることで、ひとつのIDですべてのサービスが利用可能となります。国の標準的な仕様や連携ガイドライン
を作成したことで、共通基盤として他のシステムやサービスとも連携可能に

統合ID基盤

当該基盤をサービスと連携させることで、システム間のデータ連携が可能となります。国の標準的な仕様や連携ガイドラインを作成した
ことで、共通基盤として他のシステムやサービスとも連携可能に

データ連携基盤

データ利活用基盤・サービスマネジメント基盤を構築。デザインガイドライン等ガイドラインの作成により、利用者のUI/ UX、システムの
連接性、拡張性などを向上

その他

たのしむらやまポー

タルで発行する『住民

ID』にてサービス利用

が可能

サービス拡充（今後）

etc…



工夫したこと：ぼくたちのプロジェクト遂行計画

プロジェクト推進にあたって、庁内・事業者との連携方法を整理して進めました

PJ組織体制 ガイドライン整備

共通基盤との連接についてのガ
イドラインの他、フォント・カ
ラー等を定義した「デザインガ
イドライン」等、6つのガイド
ラインを作成しました全体会（関係者全員参加）では、各WGの進捗状況を共有しました



苦労したこと：なかなかうまくは、いきません

「個別最適から全体最適へ」という将来ビジョンを共有する難しさに落ち込んだりもしました

庁内

事業者

情報政策課

・「関係するのは子ども所管だけ
だよね」って…

・「今まで通りアプリでいいじゃ
ん」

・自社システム導入第一…

・「行政業務は分かりません」って
…

・事業者さん、スケジュール「順調」
って言ってたじゃん・・・

・WSだけで120回を超えました。
あと何回で終わるんですか？

市民

偉い人たち

・なんでマイナンバーカード認
証？
・YouTubeでもいいんじゃない？

・リリースは間に合いますか？

・登録者数を増やすためにPRもね

ぜんぶできないよ～



成果:未来を見据えた東村山版DXのRe:デザイン

落ち込んだりもしたけれど、東村山市が考える全体最適化への第一歩を踏み出しました

 住民ID一つで、各サービス利用できる環境を整備

 ガイドライン作成による操作感・デザインの統一
個別最適化の落とし穴

課題

はじまりは

子ども子育てから

 利用データの分析によるサービス改善環境の整備

 ＨＰ更新をトリガーにイベント情報のTDPF自動連携

 利用者の属性に応じた市民ポータルを構築

 予約・申請のWFも含めた講座・相談のワンストップ化

成果

住民ID/UI・UX

データ連携基盤

子ども子育て

４つのサービス



まとめ

稼働まで苦労は多かったが、プロジェクトとして進めた結果、DX化に向けた庁内の気運が上昇し

た。

子ども子育て分野よりスタートしたが、今後市民サービス全体にサービスを拡充していく。

統合ID基盤やデータ連携基盤など共通基盤の構築により、今後のサービスの拡充や他のシステム

との連接がしやすい仕組みを作り上げることができた。



今後の展望

まだまだ登録者数もサービスも少ないですが、

コンテンツの拡充やシステム・アプリの集約をしていくことで

IDひとつで様々な市民サービスをデジタルにて利用できるよう進めてい

きます。

登録はコチラから！
応援よろしくお願いしま

す！





持続可能な社会の実現に向けて、

ＡＩのチカラで資源循環を促します

産学官連携によるごみ分別支援AI
「調布ごみナビ」の試験運用

調布市環境部ごみ対策課

国立大学法人電気通信大学

Borzoi AI株式会社

行政サービス部門























地域情報基盤
アプリケーション運営事業

地域情報基盤アプリで分野を
超えた行政のDX化を推進

行政サービス部門

地域振興部産業振興課
経営政策部DX推進課



市内のとある老舗青果店
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目指すところ
①【行政・市民視点】
行政サービスの分野を超えたワンストップ化を実現！
「地域通貨だけにとどまらず、アプリひとつであらゆる情報を入手、便利でお得」

②【事業者視点】
地域の“稼げる”情報基盤を確立
地域通貨や情報発信で地域振興を実現！
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きよせニンニンポイントアプリの主な機能

1.決済機能（商品券・ポイント）

2.スタンプラリー機能（周遊イベント）

3.情報発信機能（行政情報・店舗情報）

4.クーポン配信機能（商店の誘客）

ランニングコストが０円（広告配信モデル）

必要に応じて、機能の追加が可能
運営主体は商工会

特筆すべき点！
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導入の経緯

①様々な給付事業などを部署毎に縦割りで実施
⇒事業者や市民に分かりにくく、手間がかかる

②消費喚起策が地域に還元されていない
【課題１】

③市内経済の停滞と低い地域経済循環率
【課題２】
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課題①消費喚起策の域外流出
コロナ禍で市と商工会が実施してきた消費喚起策

実施年度 事業名 媒体 事務費 概要

令和2年度 がんばるお店応援キャンペーン（1） 紙 低
レシート額3,000円で
1,000円値引き

令和3年度 がんばろう清瀬！最大30%戻ってくるキャンペーン（1） 電子 高 PayPayで30%還元

令和3年度 がんばるお店応援キャンペーン（2） 紙 低
買い物1,000円で300円
チケット還元

令和3年度 がんばろう清瀬！最大30%戻ってくるキャンペーン（2） 電子 高 PayPayで30%還元

令和3年度 がんばるお店応援キャンペーン（3） 紙 低
買い物1,000円で300円
チケット還元

令和4年度 がんばるお店応援キャンペーン（4） 紙 高
工事額の10%をチケッ
ト還元

令和4年度 がんばるお店応援キャンペーン（5） 紙 低
買い物1,000円で300円
チケット還元

令和4年度 キャッシュレスで最大30%戻ってくるキャンペーン 電子 高
PayPay、auPay、d払い
で30%還元

⇒紙の事業は、事務費は低いが、事務局・店舗ともに手間がかかる
⇒電子の事業は、事務費が高く、ポイントや手数料が域外に流出する
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課題② 市内経済の停滞と流出

製造業 卸売業・小売業
宿泊・飲食
サービス業

医療・福祉 全産業

清瀬市 -23% -17% -16% 34% -６%

東村山市 -13% -15% -16% 35% -1%

東久留米市 -7% -8% -3% 36% 6%

平成24年から令和3年の間の事業所数の増減 経済センサス（主要産業のみ抜粋）

地域経済循環率
（2018）

清瀬市 69.8%

東村山市 76.3%

東久留米市 82.6%
環境省 地域経済循環分析
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実施した事業の概要(工夫点)

１）プレミアム付デジタル商品券事業（R5年）

２）ポイント配布キャンペーン事業（R5年）

３）職員、市議会議員向けの研修会を実施（R5年）

新規ユーザー登録時のポイント配布でモニターを募る！

⇒市民と事業者に対するマーケティングを実施するとともに、新規ユーザー獲得を目指す

工夫点
⇒マイナンバーカードで市民認証を行うことで、市民にはインセンティブ（15%上乗せ）

新規ユーザー獲得を目指す

工夫点

⇒アプリ導入の経緯や目的を共有し、全庁的な活用を促す
工夫点

第1フェーズ アプリの普及
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実施した事業の概要（工夫点)

第2フェーズ 庁内他事業との連携

子育て

健康増進

子育てクーポン、商品券
のデジタル化
⇒保育園の給食費などで活用

健幸ポイントのデジタル化

観光振興

２０歳のつどいに合わせた
クーポン配信

高齢者支援

敬老大会にあわせたクーポン配信
デジタルデバイド対策講座

社会教育

ひまわりフェスティバルス
タンプラリー、街バル
イベントを実施

連携事業

東京都の物価高騰対策臨時
くらし応援事業への参加
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成果と市民の声

「成果」

・行政サービスのワンストップ化を実現することで多様な層のユーザを獲得

⇒リリースから1年間で目標としていた人口の10%を超える約13%※を実現！

・地域の情報基盤として市内事業者の約150店が参加

また、年間を通して事業を実施することで、ユーザ数を維持！

※ユーザー数約9,500人

おむつなどの購入のほか、
幼稚園のサービスなどに
も幅広く使えて便利に感
じています！の

ポイントを使えるお店
を調べて、新しい魅力
的なお店を発見するこ
とができました！

「市民の声」
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今後の展望

１）あらゆる行政サービス分野への展開
エコポイント、ボランティアポイント
敬老祝い金など各種給付、謝金、祝金の集約

２）地域の“稼げる”情報基盤の強化
・商店街等の自主事業への活用⇒クーポンや広告配信の事業化
・農業者等の連携事業への活用⇒農産物直売所スタンプラリーを検討

３）広域的な活用による地域全体の活性化
・東京都との連携強化⇒TTPでの活用
・北多摩地域の連携強化⇒圏域スタンプラリーを検討

清瀬市は
「きよせニンニンポイントアプリ」で

更なる自治体DXを進めます！





おくやみコーナー
武蔵村山市

書かない&ワンストップで遺族の負担軽減を実現！

行政サービス部門
武蔵村山市市民部市民課

おくやみコーナー開設



武蔵村山市の概要

おくやみコーナー
武蔵村山市

所沢市

立川市

東大和市

瑞穂町

福生市
面積：15.32㎢
人口：71,018人（R6.1.1現在）
高齢化率：26.9％（65歳以上人口19,126人）
都内最大規模の都営住宅がある緑が丘地区：52.6％

鉄道：なし
多摩都市モノレール延伸予定

（2030年代半ばの開業を目指す）

北部地区
25.6％西部地区

24.6％

南部地区
23.8％

緑が丘地区
52.6％

「地区別の高齢化率（R6.1.1現在）」



取り組みの背景と目的

遺族の負担軽減

大切な人を亡くした遺族に、市役所の手続でさらにツライ思いをさせない

おくやみコーナー
武蔵村山市

0

100

200

300

400
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700

800

900

平成20年度 平成25年度 平成30年度 令和5年度

死亡者数

466人
585人

709人
824人



課題 ・・・ 遺族の方の困りごと

何の手続が必要なのか
わからない

どこで手続ができるのかわから
ない
何を持っていったらいいのかわ
からない

いくつも窓口を回るのは
大変

何度も来るのは大変
何度も同じ説明するのはつらい

何回も同じことを
書くのは大変

おくやみコーナー
武蔵村山市

遺 遺



解決策 ・・・ おくやみコーナーで解決します

何の手続が必要なのか
わからない

どこで手続ができるのかわから
ない
何を持っていったらいいのかわ
からない

いくつも窓口を回るのは
大変

何度も来るのは大変
何度も同じ説明するのはつらい

何回も同じことを
書くのは大変

事前申請システム ワンストップサービス 申請書作成支援システム

おくやみコーナー
武蔵村山市

お

おくやみコーナー



スマートフォンや電話等で
利用予約申請・利用日の予約

必要な手続・持ち物の案内

担当課おくやみコーナー

確認

必要に応じて、
申請者に電話
持ち物の追加など

おくやみコーナー
武蔵村山市

遺

お
担

何の手続が必要なのかわからない → 事前申請システム



おくやみコーナー
武蔵村山市

遺

お お

お

担

遺

遺

担

いくつも窓口を回るのは大変 → ワンストップサービス



a
E

氏名・住所
生年月日
相続人等

氏名・住所
生年月日
相続人等

A
D

氏名・住所
生年月日
相続人等

A
C

氏名・住所
生年月日
相続人等

A
B

氏名・住所
生年月日
相続人等

A
A

氏名・住所
生年月日
相続人等

おくやみコーナー
武蔵村山市

お
遺

何回も同じことを書くのは大変 → 申請書作成支援システム



導入効果 ～ 今後の展望

手続き時間の減

利用者満足の向上

おくやみコーナー
武蔵村山市

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

各窓口で手続を行った場合の想定手続時間(分) おくやみコーナーでの手続時間(分)

△21％ △35％△36％△21％

△41％ △48％

平均３５％減

利用者も職員もWinWin

利用者数 36.5人/月
手続数 7.8件/人
手続き時間 43.5分/人

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

満足 91.7％

やや満足 6.5％

満足＋やや満足
９８％

今後の展望

出生・転入から始まる

「書かない窓口」
の実現



これからも・・・

これからも

遺族へのお悔やみの心を忘れずに

心のこもった

丁寧な

対応に努めてまいります

おくやみコーナー
武蔵村山市

ご清聴ありがとうございました





千代田区ポータルサイトの構築

～スマホがあなただけの
デジタル区役所に～

もう迷わせない！
24時間365日あなたに寄り添う、
あなたの区役所ここにあるよ！

行政サービス部門

千代田区政策経営部デジタル政策課



目指したコンセプト

目指したのは単なるオンライン化ではなく…

CRMの実現

区民一人ひとりと向き合う

ラストワンマイル
をどう埋めるか 部署ごとではなく“区”で



導入のきっかけ

若手職員のプロジェクトチーム
から発案

何度も
同じことを
記入して
もらうのは…

毎年同じ手続きで、
同じことを
書いてもらうのは…

働いている区民
とは電話が
つながりにくい

時間を気にせず
手続きできたら…

ちゃんと
情報やサービスが
届いているのか？

デジタルサービス
ばかりで
迷わないか？

一歩進んだ
価値を提供したい

区民と接する機会が多い私たちだからこそ、
感じていたもやもや

そもそも
申請手続きが
いるのか？



ポータルサイト概要

集約

拡張性

安全 インターネット系と
LGWAN系を

シームレスに接続



ポイント① ≪情報をもれなく届ける≫

（乳児対象食べる力育て方講習会）

アカウント情報等からプッシュ配信

（年齢、住所、家族情報、興味関心、申請履歴など）

30％増

講座申込が、 そろそろ
６か月健診ですよ

子ども向けのイベント
ありますよ

ラストワンマイルを
埋める手段として
手応えあり！



ポイント② ≪フロント・バックヤード両面から改革≫

職員の事務効率も実現

補助金の自動計算、
チェック機能等を搭載
職員の負担軽減も
あわせて実現‼

デジタル化はあくまでも手段
所管課とタスクフォースを結成したからこそ実現

区民の利便性向上だけでなく、

手続方法を改革‼ 事務手順を改革‼

BPRを実施
申請・請求を統合

２回の手続が１回に♥



目標達成‼ 嬉しい反響・実感も

アカウント登録者

目標達成率114%

1000

2000

3000

4000

R5.12 R6.3 R6.6 R6.9

区役所の閉庁時間に
行われた申請・予約

利用件数
（申請・予約）

11,000件突破！

40%
毎日30分

オンライン予約化で
削減された電話対応時間

オンライン化は
大変だったけど
区民から感謝の言葉が！
もっと推進したい！

プッシュ通知を
もっと使って
情報発信したい

4,000人突破

使いやすい

70%
（導入時アンケート）



まだまだ成長中…

東京都こどもDX[プッシュ型子育てサービス]との連携
東京都が実施する先行プロジェクトにも参画し、
より効果的なプッシュ通知のあり方を模索中

⭐CRMに基づいた、プッシュ通知の充実

⭐手続きの拡充、BPR推進

⭐各種システムとの連携



ステキな仲間をご紹介します

chiyodx
（ちよだっくす）

千代田区DX推進キャラクター 猟犬として、
優れた嗅覚で、
区民のお困りごとを発見！

短い足でも
一歩一歩、
着実にDXを前進！♥職員が考案

♥温かさ、親しみやすさ

♥区民にも職員にも
愛着を持ってもらう仕掛け



心強い相棒「chiyodx」とともに

職員一丸となって

身近で、温かみを

感じることのできる

デジタル行政を実現します！

今後の展望




